
患者様、スタッフの安全を守る
自動ブラッシング機能で感染対策

看護師の労務削減、低ランニングコスト

安田クリニック様では、鏡内侍を10年以上ご愛用いただいております。
この度、新モデル鏡内侍ⅡGに更新いただきました。鏡内侍の導入、導入後の状況について、お言葉を
いただきましたのでご紹介します。

Q：更新の理由を教えてください

A：酸性水と自動ブラッシングとスタッフの安心・安全です。

酸性水を長年使用しているため、酸性水の良いところも悪いところも理解しています。
酸性水は人に害が無い上に、短時間で、殺菌効果の非常に高い機能水ですが、生体たんぱくには
弱い性質を持っています。内視鏡洗浄においては前洗浄を正しく実施しないと効果が薄れてしまいます。

この弱点を補うために自動ブラッシング機能が付いているのがとても良いです。また酸性水を再

使用しないところも良いですね。常に新しいものを必要な量だけ使用できるのは、酸性水の特性を考え
るとベストだと感じてます。また自動ブラッシング機能は用手洗浄と比較して看護師への「跳ね返り」が

なく感染対策にも安心なので、スタッフの安全を守る事が出来きるので助かります。

「開業医は地域のインフラ」です。
患者様はもちろん、スタッフの安全を守り、医療をお届けしなければなりません。
総合的に酸性水の特性を活かし、院内の安心安全につながる洗浄機は鏡内侍しかないと思い、
更新しました。
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A：在庫管理の手間が削減、
コストを抑える事につながっています

消毒薬を使用しないのでランニングコスト削減は
大きなメリットです。

消毒薬を使用していたら、在庫管理を適切に行う必要が
あります。使用量に関わらず、期限が来たら廃棄しなけ
ればなりません。
経営者の目線で考えれば不良在庫を抱える事がないのは
助かります。

在庫管理の仕事も無くなり、看護師の労務削減
につながり看護師からの評判も良いです。

また消毒薬は災害時などに手に入らないリスクも想定
されます。
消毒薬が手に入らない場合、患者様に検査を待って頂くか
検査をお断りしなければなりません。
場合によっては、大きな問題につながります。
患者様の安全・安心を守る為には出来る限り診療・検査を続けられる体制を作らなければいけな
いと考えてます。

鏡内侍ⅡＧに使うのは、水と添加剤（塩）だけです。機械の中で酸性水を必要な時、短時
間で生成する事が出来るのは災害時の地域医療を守るためにも無くてはならない洗浄機です。
導入して良かったと思います。

ハイジニック器機ディビジョン

Voice!

お話をお伺いした安田院長

鏡内侍ⅡG

Q：他に鏡内侍をご使用頂き、メリットに感じたことはありますか？

【スタッフの安全を守る】
★自動ブラッシングは「楽」だけでなく、
感染対策にも役立っている。

【患者様の安全を守る】
★酸性水の特徴を活かし、有事の際でも院内の
安全安心につながる洗浄機は鏡内侍しかない。

【コスト削減につながる】
★消毒剤を使用しないので、コストを抑える事が
出来る。
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